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拠点病院活動

地域へ輪 を広げよう！



本日のプログラム

厚生労働省が
求めていること

肝疾患診療連携拠点病院
【岡山大学病院
肝疾患サポｰトチーム】

方針と目標

活動の具体的内容②
【無料肝炎検査キャンペーン】

活動の具体的内容①
【出張肝臓病教室】

情報発信
【MOMO肝通信】

看護職の新しい役割
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厚労省のホームページ

本
日
の
焦
点

肝炎ウイルス検査の促進

国民に対する肝炎に係る診療及び
正しい知識の普及啓発

肝炎の治療促進のための環境整備

肝炎に係る研究の推進

肝炎に係る
診療及び
相談体制の
整備



厚労省のホームページ

◆保健所における肝炎ウイルス検査の受診勧奨と検査体制の整備

保健所及び各自治体が委託する医療機関での無料検査の実施
ニーズに応じた出張型検査の取組の推進

◆肝炎総合対策推進国民運動事業（「知って、肝炎プロジェクト」）

肝炎に関する知識や肝炎ウイルス検査の必要性をわかりやすく伝え、
あらゆる国民が肝炎への正しい知識を持ち、早期発見・早期治療に向けて
自ら積極的に行動していくことを目的とした「知って、肝炎プロジェクト」
を開始している
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岡山大学病院

ここ

「おかやま」
晴れの国
果物王国

【総面積】
7,114.62㎢ 国土面積の1.9％
全国第17位
【地形】
県北部は、中国山地と盆地、
中部は吉備高原などの丘陵地、

南部は平野。県北部は山と温泉
に、南部は海と島。
【総人口】
1,930,161人
（岡山市・倉敷市119万人）

岡山大学病院病床数：961床
看護師：1054人（100床あたり日本1位）
医師589人（100床あたり日本4位）
★肺移植 国内最多！
★臨床研究中核病院

平成19年 岡山県肝疾患診療連携拠点病院
「肝炎相談センター」が設置

看護師
ソーシャルワーカー
事務（3名）



これまでのスタッフの活動

ある日、おもむろにスタッフが召集された・・・

★2013年10月 「肝臓病教室を始めたい」
→医師、外来看護師/病棟看護師、薬剤師、栄養士、
ソーシャルワーカー、移植コーディネーター、
治験コーディネーター、医事課事務

★2007年 岡山県肝炎相談センターの設置
（医師/外来看護師）

★2010年 インターフェロン外来の体制づくり
（医師/外来看護師）

★2011年 テラプレビル/インターフェロン/リバビリン の院内パスの構築
（医師/病棟看護師/薬剤師）

★2013年 院内受診勧奨システムの構築
（医師/肝炎相談センター）

組織作りが必要。
それは、「肝臓病教室」の運営のための組織ではなくて、
「肝臓病について考える人たち」のチームの構成

消化器内科
池田房雄 先生



チームの設立

岡山大学病院

肝疾患

サポートチーム

消化器

内科
看護部

薬剤部

検査部

臨床

栄養部

総合リハ
ビリテー
ション部

歯科衛
生士室

保健

学科

新医研
究開発セ
ンター

小児科

肝炎

相談

センター

MSW
看護師
事務員

医師

医師

臨床研究コーディネーター

教員

理学療法士

管理栄養士

薬剤師

看護師

肝臓病患者の

身体的・心理的・社会的
日常生活の負担を把握

最新の治療薬、
併用注意薬等

食生活、食品

運動

患者教育

院内関連部署調整
企業交渉
活動分析

患者・院内・他施設の窓口
県からの情報の入手
活動実績の発信
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肝疾患サポートチームの方針

肝疾患サポートチームの方針

★厚生労働省、岡山県の方針をチーム全員が共通理解をした上で、
岡山県肝疾患診療連携診療拠点病院の機能を担うとともに、
岡山大学病院ならではの肝疾患サポートの方策を探し構築すること

★多職種が連携し、各スペシャリストとしての能力が肝疾患患者に
発揮されるような組織・体制づくり

★実施した活動は必ず振り返り、評価を行い、公表する

肝疾患サポートチームの目標

★肝疾患患者が適正な治療をうけ、QOLを維持しながら安心して
生活ができるように身体的・心理的・社会的サポートを行う

★まだ感染に気がついていない人に対して、肝炎ウイルス検査の
受検・受診を促せるように働きかける

★一般市民に対して、肝臓病に対する理解を深めてもらう



院内の肝炎ウイルス検査の報告と受診勧奨

C型慢性肝炎で抗ウイルス治療をうける患者の支援体制の構築

肝炎相談センターを介しての患者/家族相談

肝臓病教室の開催

出張肝臓病教室の開催

世界肝炎デーのイベント

肝炎ウイルス検査受検/受診勧奨のためのイベント（啓発活動）

【MOMO肝通信】の発行

肝疾患サポートチームの活動内容
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出張 肝臓病教室

肝炎ウイルス検査の受検/受診勧奨
職場（地域）での肝臓病に対する差別/偏見の解消

＜対象＞
企業、就労団体の職員、希望される団体

＜開催頻度＞
月1～2回

＜開催場所＞
岡山県内の依頼のあった就労団体/企業、指定された場所

＜開催内容＞
１時間程度で、希望する内容に応じ、肝疾患サポートチームの
医療スタッフを選出し講演を行っている。



看護師の役割

看護師は、肝臓病の患者さんの身体的・心理
的・社会的負担を聞いている。

★差別/偏見の現状
★感染予防対策
★治療を受けている人/受けた後の人
の言葉

★職場での悩み
★生活上で肝臓をいたわる生活の工夫点

講演内容に反映させることで、
より身近な話だということに気が
ついてもらいやすい



出張 肝臓病教室の様子



開催場所

選定

•肝疾患サポートチームmeetingで話し合い、開催場所を検討

•岡山県地域肝炎対策サポーター研修会での案内配布

•岡山県での事業者研修会で配布

院内調整

•依頼先との交渉（開催日時・場所の交渉・特に知りたい情報）

•院内スタッフ調整（肝疾患サポートチームのメンバー調整）

•依頼先との正式な開催 成立

開催

•開催当日の準備（マニュアルの整備：配布資料、スライド）

•開催当日（講演者、司会、外回りスタッフ）

•開催後の反省、質疑応答をマニュアルに反映

出張 肝臓病教室の手順



出張 肝臓病教室の開催状況

日時 曜日 市 場所 対象 人数 時間 開始時間 講演者

10月28日 月 岡山市 岡山大学 津島キャンパス 岡山大学職員 30 １時間 13：15～ 医師/看護師/ソーシャルワーカー

10月31日 金 津山市 津山国際ホテル 商工会に所属する人 80 30分 18：30～ 医師/管理栄養士

11月14日 金 岡山市 岡山大学病院 SAPIX職員 70 30分 12：30～ 医師

11月16日 日 岡山市 NPO会館 岡山県健康管理士会 20 １時間 13：00～ 医師/看護師/ソーシャルワーカー

11月22日 土 岡山市 岡山県立図書館 岡山県社会保険労務士会 50 １時間 10：00～ 医師/看護師/ソーシャルワーカー

12月5日 金 岡山市 健康づくり財団 フィリップス・レスピロニクス社員 20 １時間 12：00～ 医師/管理栄養士

12月8日 月 岡山市 テルモ株式会社 テルモ社員 30 １時間 10：00～ 医師/看護師/ソーシャルワーカー

1月27日 火 岡山市 岡山刑務所 法務省矯正局職員 100 1時間 17：10～ 医師/看護師/ソーシャルワーカー

3月17日 火 岡山市 岡山市民病院 岡山市消防署 救命救急士 40 40分 11：20～ 医師/管理栄養士

3月18日 水 岡山市 岡山市民病院 岡山市消防署 救命救急士 40 40分 11：20～ 医師/管理栄養士

日時 曜日 市 企業名/場所 対象 人数 時間 開始時間 講演者

4月23日 木 岡山市 西日本メディカルリンク株式会社 一般社員 50 1時間 18：00～19：00 医師/事務員/薬剤師

5月27日 水 岡山市 旭川荘療育・医療センター 看護師、 110 1時間 14：00～15：00 医師/看護師/薬剤師

6月5日 金 真庭市 勝山病院 看護師・助手・事務職 50 １時間 17：30～18：30 医師/看護師/薬剤師

6月14日 日 岡山市 岡山県歯科衛生士会/生涯学習センター 歯科衛生士 40 1時間 13：30～14：30 医師/看護師/薬剤師

9月25日 金 岡山市
岡山ふれあいセンター内/

介護サービスセンター 介護職 20 1時間 15：00～16：00 医師/看護師/検査技師

10月3日 土 和気町 北川病院 患者・家族・地域住民 150 1時間 14：00～15：00 医師/薬剤師/栄養士

10月30日 金 岡山市
岡山県介護福祉士会/

岡山県総合福祉会館
介護福祉士 50 1時間 9：00～10：00 医師/理学療法士/栄養士

11月21日 土 真庭市 銘建工業株式会社 一般社員 150 1時間 11:00～12:00 医師/歯科衛生士/理学療法士

12月8日 火 岡山市 社会福祉法人 恵風会 職員 50 1.5時間 14：00～15：30 医師/薬剤師/歯科

12月17日 木 岡山市 MSD株式会社 一般社員 ＭＲ 20～30 １時間 19:00～20:00 医師/歯科衛生士/事務

1月21日 木 岡山市 アッヴィ合同会社 一般社員 ＭＲ 10 １時間 18：00～19：00 医師/栄養/理学療法士

1月29日 金 岡山市 津島小学校 教職員 50 1時間 16：00～ 医師/看護師/薬剤師

2014年度

2015年度

予定

18団体 のべ1000人に実施しました。



出張 肝臓病教室の成果
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受けようと思うか

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

指摘群 非指摘群

受検希望
なし

受検希望
あり

73.7

29.2

70.8

73.7

26.3

70.8

29.2

職場の肝臓病に対
する偏見や誤解の
解決に役立つか

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

指摘群 非指摘群

全く役立たな
い

あまり役立た
ない

少し役立つ

非常に役立
つ

53.2

53.2

41.9

4.8

65.8

33.6

0.7

n=354



出張 肝臓病教室後の感想/相談

 健康診断で正常と言われていたので、肝炎は自分には関係ないと思って
いたけれど、肝炎ウイルス検査をうけないと感染しているかどうかわからな
いというのは初めてしった。

 もしも、職場に肝炎の人がいたら、積極的に受診するように勧めよう
とおもった。

 職場環境の問題が存在することにあまり認識ありませんでした。

 傷口に血がふれた場合に、消毒薬はなにを使ったらよいでしょう？

 B型肝炎キャリアの子供もいるので、つかった歯ブラシをどう管理していいのか
具体的な対応をしりたい。

★一般の人が肝炎に対してどういう印象をもっているかを知る機会
★肝炎相談センターのスタッフや実際に病棟/外来で働く看護職にとっても、

同様の質問をされたときに他職種の返答を学ぶ機会になっている。



出張 肝臓病教室後の最近の様子

肝炎に関心をも
つ

• 出張肝臓病教室で肝炎につ
いて学ぶ

受検希望

• 「肝炎ウイルス検査をうけて
みたい」

その場で

受検

• 肝炎一次専門医療機関と連
携し、肝炎ウイルス検査をそ
の場で実施

肝炎ウイルス検査を受検したいという希望が、
受検行動につながるように工夫しています。
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【肝炎ウイルス検査を受けること】
それが、あなた自身とあなたの大切

な人を守ることになります。

日本では、３５０万人が肝炎に
かかっているといわれています。

肝炎は身近な病気です。
正しい理解をお願いします。

後援：岡山県医師会、岡山市医師会、岡山県病院協会、岡山県薬剤師会、
岡山県看護協会、岡山県栄養士会、岡山市

共催：岡山県
主催：岡山大学病院 【問合せ先：肝炎相談センター ℡０８６－２３５－６８５１】

プログラム
＜岡山駅前＞
7：30～9：00 広報活動（ポケットティッシュとウチワを配布）

＜イオンモール岡山1階「未来スクエア」＞

10：00 イベント開始
（無料肝炎検査、相談コーナー、パネル展示、子ども広場）

11：00 オープニングセレモニー
兼信定夫岡山県健康推進課長 挨拶
岡田裕之消化器内科教授 挨拶
高木章乃夫肝炎相談センター長 挨拶

平松政次様 挨拶（知って肝炎プロジェクト）
ももっち・うらっち登場
トークショー
（肝炎治療は劇的に変わった！検査するのが当たり前の時代に！）
岡山大学オーケストラの演奏（弦楽四重奏）

14：00 歌と体操/ダンスで体脂肪を減らそう
18：00 イベント終了

設置予定ブース

無料肝炎検査コーナー
相談コーナー
パネル展示コーナー
こども広場

開催日時：2015年８月2１日（金）１0:00～18:00
会場：イオンモール岡山１階「未来スクエア」

岡山市北区下石井1-2-1

無料肝炎検査キャンペーン2015
in イオンモール岡山・未来スクエア

＜開催日時＞ 2015年8月21日（金）

＜目的＞
・肝臓病に対する理解を深めてもらい、
差別/偏見の解消
・肝炎ウイルス検査の受検/受診勧奨

＜開催内容＞
・無料肝炎ウイルス検査
・肝臓病に対する知識啓発のパネル展示
・健康相談コーナー
・オープニングセレモニー

（「知って、肝炎」スペシャルサポーターの平松
政次様と元肝炎治験参加の患者さんとのトー
クショー、ももっち、うらっち）
・岡山大学オーケストラの演奏
・歌と体操/ダンスで体脂肪を減らそう

肝炎ウイルス検査受検イベント



肝炎ウイルス検査受検イベントの背景

 岡山大学病院は、肝疾患診療連携拠点病院であり、

地域に対して肝炎に対する知識の啓発活動を行う責務がある

 知識の啓発だけでなく、実際に肝炎ウイルス検査を気軽
に受けてもらえる機会を設けたい

 地域肝炎対策サポーターに行った調査から、岡山県で地域医
療機関が連携した活動の機会を作りたい

 岡山県で開催されてきたこれまでの啓発活動は、医師のみが

主体となる講演が中心であり、他のメディカルスタッフが

役割を担うことはなかった



実際の様子

動画をご覧下さい



肝炎ウイルス検査の受検者、アンケート記入者、こども広場、
パネル展示、健康相談コーナーに参加した人数は一日

約500人

肝炎ウイルス検査を受けられたのは、347人

HBs抗原陽性者は6人、HCV抗体陽性者は1人

陽性者7人のうち、6人とは連絡を行い、
肝炎一次専門医療機関をご案内しました

肝炎ウイルス検査受検イベントの効果



被験者
番号

ＨＢｓ抗
原量

年齢 性別 家族歴
（肝がん、
肝炎）

ＯＰＥ歴 輸血歴

Ａ 2000 64 男 肝がん（－）
肝炎（－）

（－） （－）

Ｂ 2000 66 女 肝がん（－）
肝炎（－）

（－） （－）

Ｃ 560.8 38 男 （－） （－）

Ｄ 223.7 63 女 肝がん（－）
肝炎（－）

（+）帝王
切開

（？）

Ｅ 2000 61 女 母：肝がん（+）

母・兄：肝炎
（+）

（－） （－）

Ｆ 2000 46 女 肝がん（－）
肝炎（－）

（－） （－）

Ｇ 1.3（HCV
抗体）

69 女 兄：肝がん（+）
兄：肝炎（？）

（+） （－）

陽性者の背景



陽性者の言葉

家族で肝炎の人なんていないので、

びっくりです。肝機能の異常を言
われたこと一度もないですよ。

むかし、B型肝炎といわれたこと
があったけど、放置してました。

当時は、それでいいって
言われていました。

まさか、自分が肝炎？？？

たまたま、買い物ついでに検査
しただけなんです。

肝炎ウイルス検査を受けたことを前向きに考えましょう！
治療もずいぶん進歩しています。

ひとまず、今の状態を正しく把握するために
精査をしましょう！！



10歳代
1%

20歳代
11%

30歳代
18%

40歳代
18%50歳代

15%

60歳代
22%

70歳代
15%

偏りがなく様々な世代の人に
参加してもらえています

n=452

今までに受けた健康診断で、
肝臓に対する検査結果を意識して
みていましたか？

はい
30%

いいえ
70%

肝臓に対する意識が高くない人
にも参加してもらえました

年齢層

参加者の背景 ①



n=408

今までに受けた健康診断で、
肝臓に対する検査結果を意識して
みていましたか？

肝臓に対する意識が高くない人にも参加してもらえました

あなたは肝臓に異常があると指摘
されたことがありますか？

ある
12%

ない
88%

はい
30%

いいえ
70%

n=407

参加者の背景 ②



★ターゲット
→夏休みなので、子連れの母親、家族連れの父親
→可能なら、仕事終わりの男性
→日頃は忙しくて、自分の健康にあまり関心のない人

★positiveなメッセージ
商業施設で開催するため、『感染』、『ウツル』、『癌になる』、
『差別/偏見』、『採血』のnegativeなkeywordは厳禁
→キャッチフレーズは【あなた自身とあなたの大切な人を守るために】

★仲間は多ければ多いほどよい
→地域肝炎対策サポーター（肝炎一次専門医療機関）
→元肝炎治験参加患者さん
→院内の職員（※餅は餅屋に頼むのがよし！）
→岡山県や岡山市と連携

集客の工夫点 ①

駅前での広報活動

こども広場、ゆるキャラ

岡山市長を表敬訪問



★催事内容
→人の目をひくようなパフォーマンス
→一緒に参加したくなるような企画
→共感をよぶ企画
→スタッフも楽しいと思えるような企画
→有名人を呼ぶ、【知って、肝炎！プロジェクト】

★広報
→マスコミ、新聞に報道依頼
→お得感を全面にだして強調
→気軽に参加できそうな空気感

★会場レイアウト
→人ごとではなく、自分のことだと認識してもらえるようなメッセージ
→パネル展示をみたら、肝炎ウイルス検査をすぐ受けられる道順

集客の工夫点 ②

歌・ダンスの披露、弦楽四重奏

一緒に体操

患者さんの言葉



参加したスタッフの声

★地域連携で、クリニックから大学に紹介された方の話題にもなり、
共通認識で関わっていたことが分かり、肝炎の日ごろの業務に対す

るモチベーションが増加した。

★日頃は、院内の状況（自分の職場）しか知らないので、他の医療機

関の職員と話すだけで、刺激になる。

★もっともっと交流をもつ場が欲しい。

★岡山県職員の方からの話を直接きいて、行政を身近に感じた。

★頑張っている様子がわかり、一緒に協力できればと思った。

★最初の受検の場所に立ち会えたので、受検勧奨へのヒントも
ありそう！



本日のプログラム

厚生労働省が
求めていること

肝疾患診療連携拠点病院
【岡山大学病院
肝疾患サポｰトチーム】

方針と目標

活動の具体的内容②
【無料肝炎検査キャンペーン】

活動の具体的内容①
【出張肝臓病教室】

情報発信
【MOMO肝通信】

看護職の新しい役割



情報発信

岡山大学病院、岡山県肝炎相談センターのホームページ
http://www.okayama-u.ac.jp/user/hos/kanzoubyo.html
http://kanen.ccsv.okayama-u.ac.jp/index.html

岡山大学病院 肝疾患サポートチームのツィッター
https://twitter.com/OKADAI_liver?lang=ja

MOMO肝通信

学術集会・論文での公表



MOMO肝通信

発行頻度： 年に4回発行

配布先：院内各部署
岡山県肝炎一次専門医療機関
岡山県肝炎対策協議会の委員

内容：院内の肝臓病教室の講演要約
肝炎啓発活動の様子
研修会/学術集会への参加報告
薬剤情報
英語論文トピック
肝炎相談センターからのお知らせ
研修会情報
活動予定



活動を円滑に実施するために

各部署への協力要請はトップダウンにする

職種ごとの役割の意義を伝える

活動に参加する上での教育的意義

日常業務/ケアにも役立つ（還元できる）

地域での貢献・存在感

定期的な活動報告と効果の可視化

マニュアルの整備



本日のプログラム

厚生労働省が
求めていること

肝疾患診療連携拠点病院
【岡山大学病院
肝疾患サポｰトチーム】

方針と目標

活動の具体的内容②
【無料肝炎検査キャンペーン】

看護職の新しい役割
活動の具体的内容①
【出張肝臓病教室】

情報発信
【MOMO肝通信】



看護職の新しい役割

患者さんの言葉をダイレクトに聞く立場にある看護職だから

★院内の患者さんの言葉を外部にも発信し、受検勧奨に役立てる
★一般の人から聞いた相談を日常診療の共感に役立てる
★イベントのような啓発活動でも患者が希望する企画を思いつく

活動の場、相談の場を院内から地域へ広げるための役割を担う

日頃から医療チームマネジメントに関わることが多い看護職だから

★関連する部署や人材の得意なところをしっかり把握している

・効果的な受検勧奨/受診勧奨になるように貢献できる
・差別/偏見の解消にも貢献できる



ご静聴ありがとうございました。

岡山大学病院では
病院長賞【櫂の木賞】があり、
肝疾患サポートチームは

今年表彰していただきました。


